
■⽬標これまでのセッションでも変容が難しかった信念に対する対応、今後何らか
の問題が発⽣した時の対応が⾃分なりにできるように、再検討してみましょう。

• 慢性疼痛障害に特徴的な想定と信念は以下に分類されます。

① 痛みに対する極端に⾼い警戒感と無効⼒感：明らかに⼀般的感覚を超えた痛み
への感覚と認知

② 条件付き信念：○○なら〜にであるという信念 例）失敗したら、周囲の⼈は
⾃分に失望する など

③ 無条件の信念：漠然としているが強固な信念 例）⾃分はだめだ 痛みはよく
ならない など

• ①極端に⾼い警戒感と無効⼒感と②条件付き信念については、これまでに⾏動活
性化の実施によって対処することが可能な場合が多いとされています。

• ③無条件の信念については、認知を操作するセッションによって変わることもあ
りますが、他の認知的操作の追加を検討する必要があります。なぜなら、③無条
件の信念は、⼤抵が漠然としたものであるため、その信念からなかなか抜け出す
ことができないのです。うつ病や低い⾃尊⼼の患者の治療のために開発されたも
のを⽤いて、追加の認知的操作を⾏い、漠然とした信念をクリアにすることで治
療効果を⾼める他、再発防⽌にもなります。

• 問題解決のために事前にブレーンストーミングをしておき、分析⽅法や問題解決
⽅法を⾝につけます。

セッション１４ 認知再構成（スキーマワーク）
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⽇付： 年 ⽉ ⽇

残っている信念がありますか？

ネガティブな信念・想定を同定する
例）「結局は痛みが完全に消えないのだから、何も変わらない」
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再構成シートを⽤いて、残っている信念が関係していると思われる状況を検討してみましょう

どの部分を考えるのがむずかしいですか？
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■宿題
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認知再構成の感想
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